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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
平成 22 年 5 月 14 日に公表いたしました平成 23 年3 月期(平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年3 月 31 日)第2

四半期累計期間の業績予想と平成 23 年 3 月期の通期業績予想の修正につきまして下記のとおりお知らせいた

します。 
 

記 
 
1. 平成23年3月期第2四半期連結累計期間の業績予想の修正 

 (平成22年4月1日～平成22年9月30日) 
            売上高 営業利益 経常利益 第 2 四半期純利益 1 株当たり当期純利益

前回発表予想(A) 
       百万円 

 1,740   

      百万円

  65 
       百万円

  40 
百万円 
21 

        円 銭
     1.65 

今回修正予想(B)  2,000   250 210 190     14.93 
増減額 (B－ A)   260    185 170 169    ― 
増 減 率  ( % )  14.9 284.6 425.0 804.8    ― 
(ご参考)前期第 2 四半期実績 
(平成 22 年 3 月期第 2 四半期) 1,648 Δ2 Δ28 33 2.64 

 
2. 平成23年3月期第2四半期個別累計期間の業績予想の修正 

 (平成22年4月1日～平成22年9月30日) 
            売上高 営業利益 経常利益 第 2 四半期純利益 1 株当たり当期純利益

前回発表予想(A) 
        百万円 

 1,751 
        百万円

  45 
       百万円

  15 
        百万円 

    12 
         円 銭 
     0.82 

今回修正予想(B)  2,015  200  170    165     11.26 
増減額 (B－ A)   264 155  155    153   ― 
増 減 率  ( % )   15.1 344.4  ― ―   ― 
(ご参考)前期第 2 四半期実績 
(平成 22 年 3 月期第 2 四半期)  1,662 Δ19 Δ48  4      0.28 
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3. 平成23年3月期通期連結業績予想の修正 (平成22年4月1日～平成23年3月31日) 
            売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり当期純利益

前回発表予想(A) 
      百万円 

 3,700   

      百万円 
  228 

       百万円 
  180 

      百万円 
  143 

       円 銭 
     11.25 

今回修正予想(B)  4,000   430 380 330      25.92 
増減額 (B－ A) 300   202   200   187     ― 
増 減 率  ( % )   8.1 88.6  111.1 130.8     ― 
(ご参考)前期実績 
(平成22年3月期)  3,456 129    76 111 8.81 

 
4. 平成23年3月期通期個別業績予想の修正 (平成22年4月1日～平成23年3月31日) 
            売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり当期純利益

前回発表予想(A) 
     百万円 

 3,708     
        百万円

  167 
       百万円 

  107 
      百万円 

  101 
       円 銭
      6.92 

今回修正予想(B) 4,025     330 270 264      18.02 
増減額 (B－ A) 317 163 163   163     ―   
増 減 率  ( % )   8.5 97.6 152.3 161.4     ― 
(ご参考)前期実績 
(平成22年3月期)     3,484 98 36 75 5.16 

 
修正の理由 (連結・個別) 

第2四半期累計期間では、売上高はテクノ事業において、欧米の得意先の在庫調整の一巡による受注の増

加が予想され上方修正いたします。収益面においても、受注が好調であることによる量産効果に加え製造コ

ストの削減にも努めてまいりました結果、利益率が想定より大きく改善することとなり、営業利益、経常利

益及び当期純利益をそれぞれ上方修正することに致しました。 
   通期におきましては、米国及び欧州の景気の先行きが不透明でありますが、第2四半期累計期間の業績予

想を上方修正したことにより修正するものであります。 
 

(業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、今後様々な要因によ

って予想数値と異なる結果となる可能性があります。) 
以 上 


